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情報処理学会誌2005年4月号の『関数プログラミングの妙味』（PDF）という記事を読んでいたら、素数を求めるこんな Haskell スクリプトが紹介されていた。
primes = sieve [2..]
  where sieve (s:ss) = s:sieve (filter (\x -> x `mod` s > 0) ss)

Main> take 25 pimes
[2,3,5,7,11,13,17,19,23,29,31,37,41,43,47,53,59,61,67,71,73,79,83,89,97]

日本語はおかしな和田さんだけど、これはなんだかかっこいい。Scheme でも同じことがしたい。
(let prime-list ((ls '(2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12)))
  (if (null? ls)
    ()
    (cons (car ls)
          (prime-list (filter (lambda (x) (> (modulo x (car ls)) 0))
                              (cdr ls))))))

=>(2 3 5 7 11)

遅延評価が当たり前の Haskell と違って無限リストを自然に扱えないのがつらいところ。というわけで delay を使ってみる。とりあえず自然数全体の集合（リスト）はこんな感じかな。
(define int-inf
  (let mkls ((x 0))
    (delay (cons x (mkls (+ x 1))))))

『Gauche リファレンスマニュアル』の遅延評価の例にある "ltake" を使わせてもらえば、ゼロから始まる任意の長さの自然数列が得られる。
gosh> (ltake int-inf 20)
(0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19)

でも、これを最初の prime-list に組み込むのはめんどくさいな。そもそも、自然数列を得るだけなら遅延評価を使わなくてもいいような気がしてきた。というわけで
(define (primes-under num)
  (let prime-list ((ls (let mkls ((x 2)) 
                         (if (    (if (null? ls)
        ()
        (cons (car ls)
              (prime-list (filter (lambda (x) (> (modulo x (car ls)) 0))
                                  (cdr ls)))))))

=>(primes-under 100)
(2 3 5 7 11 13 17 19 23 29 31 37 41 43 47 53 59 61 67 71 73 79 83 89 97)

うーむ。かっこよさとしてはちゅうくらいか。遅延評価のサポート具合もプログラムの抽象化に大きく影響するらしい。
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(19)
	今年栽培している唐辛子は、やたらにでかい。奥様は、実はこれはシシトウだと言い張ってるけど、スーパーで...
	Joelさんの「ハンガリアン表記を見直そうぜ」というコラム。 Joel on Software : ...
	労働が限界生産力と限界不効用の均衡だけで決定する時代がうらやましい。って、最近こんな愚痴ばっかり。労...
	 アジアンランチ 。ずいぶん前から会社の近くに車が止まるようになって、気になってた。いつも行列で、し...
	今月の初めに八ヶ岳に登ったんだった。白河原から横岳ツクモグサ爆裂火山口ツクモソウが咲いているのは珍し...
	いや、別に攻めているわけでも否定しているわけでもなくて、人様から金銭をいただくということの重みを痛感...
	昨日早く帰って何となくテレビを見ていたら、サラリーマンの給与所得の平均が440万円というデータが紹介...
	いっかい掴みかけた継続引き渡しの概念を失いそうだったので脳内を保守。お題は、"A Gentle In...
	所用で早く帰ったところ奥様が夕ご飯を食べていないというので、日暮里の吉野屋に入った。あいかわらずこの...
	長方形が重なるかどうかの問題（参照）。数式は陰気臭いからコードにしろという圧力があったのでがんばった...
	hisashim さんが 長方形Aと長方形Bが一部でも重なるかどうかを判断する条件式 に 挑戦してた...
	ちょうしにのって、何年か前にシベリアのバイカル湖で撮ったスナップもスキャニングしてみた。これは OL...
	わけあってスキャナー（EPSON GT-X800）を購入した。フラットヘッドなのに4800dpiで3...
	結局、遅延評価バージョンを書いてみた。; lcar, lcdr, ltake は "Gauche リ...
	情報処理学会誌2005年4月号の『関数プログラミングの妙味』（PDF）という記事を読んでいたら、素数...
	再び、HTMLをプレビュー目的だけに使うときの姑息なテクニックをはっけん。今回は、img タグで埋め...
	「優秀な人たちはどこかでつながってる」は、僕らの生活している世界をモデルにすると証明可能な命題に思え...
	すばらしい。実のところ、折曲げポイントをどうやって見定めればいいのか、こっそり悩んでいたところ。スパ...
	まったくパッキング(!=ハッキング)してない。どうしよ。
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LaTeXで連番リストに丸数字（\ajMaru）を使えたはずだけどhyperrefで困る話

LaTeXで丸数字の連番リスト環境の基本    そもそもLaTeXで丸数字を使いたいときは、 otfパッケージ の ajmacros.sty の機能を使うのが一番お手軽です。 このスタイルでは、数値を指定してさまざまな囲み数字のグリフ（あれば）を呼び出すという便利な機能が提供され...






	

職務経歴書

   いろいろあって職務経歴書を作成してみることにしました。お便りお待ちしています！   要約すると    理工系出版社の開発部という部署で約13年間半、主にコンピュータネットワークとプログラミングの本を企画し、制作してきました（ 「 企画制作に携わった主なコンテンツ 」および「...






	

LaTeX におけるページをまたいだ囲み記事スタイルのまとめ

 追記（2014年11月7日）  いまなら、囲み記事を書きたい場合には tcolorbox パッケージを使うのがよさそうです。 さらに脚注問題については footnoteパッケージというのが 1997 年からありました orz 方法は違うけど、以下の記事でやっている「段落ボックス...
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書籍『ゼロから創る暗号通貨』をどう読むか


濵津誠 著『ゼロから創る暗号通貨』（2018年10月、PEAKS発行） の編集をお手伝いしました。この本はどんな本かというと……    土台となるP2Pネットワークから暗号通貨を自前で作ってみることで、ブロックチェーンを応用したまったく新しいサービスと未来を創るところまで意識でき...
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